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書
籍
化
さ
れ
て
い
る
春
日
市
の
学
校
・

家
庭
・
地
域
連
携

　
　

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
３
者
連
携

で
「
共
育
」
を
推
進
し
、
非
行
の
減
少

か
ら
学
力
の
向
上
に
ま
で
好
結
果
を
生

ん
で
い
る
福
岡
県
春
日
市
の
例
に
学
び
、

秩
父
市
で
の
３
者
連
携
の
あ
り
方
は
ど

う
あ
る
べ
き
と
考
え
る
か
。

　
　
「
学
校
応
援
団
」
の
こ
れ
ま
で
の

保
護
者
や
地
域
と
の
連
携
の
実
績
を
踏

ま
え
つ
つ
、
春
日
市
の
取
組
も
参
考
に

研
究
を
進
め
た
い
。

　
　

勢
い
を
増
す
秩
父
市
の
少
子
・
高

齢
化
、
人
口
減
少
と
、
そ
れ
に
伴
う
家

族
構
造
の
変
化
等
の
中
で
、
町
会
の
任

務
は
次
第
に
多
面
化
・
複
雑
化
し
、
そ

の
負
担
は
今
後
ま
す
ま
す
増
大
す
る
と

考
え
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
、
現

在
あ
る
「
町
会
事
務
費
補
助
金
」
制
度

の
見
直
し
が
必
要
と
考
え
る
が
。

　
　

市
の
厳
し
い
財
政
事
情
を
考
え
る

と
非
常
に
難
し
い
。
市
と
し
て
は
町
会

へ
の
加
入
促
進
の
お
手
伝
い
が
で
き
な

い
か
研
究
し
た
い
。

　
　

各
町
会
に
あ
る
集
会
所
等
は
、
災

害
時
の
避
難
場
所
に
も
な
る
拠
点
施
設
。

こ
こ
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
や
エ
ア
コ
ン
等
の
必
要

な
設
備
を
設
置
す
る
場
合
、
そ
の
一
部

補
助
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
。

　
　

地
域
の
安
心
・
安
全
に
大
変
重
要

な
施
設
な
の
で
、
今
後
財
政
状
況
を
勘

案
し
な
が
ら
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

　
　

27
年
９
月
に
熊
谷
市
で
小
学
生
姉

妹
２
人
を
含
む
６
人
が
殺
害
さ
れ
た
事

件
で
は
、
防
災
無
線
を
使
っ
た
注
意
喚

起
の
必
要
が
鋭
く
問
わ
れ
た
が
。

　
　

緊
急
事
態
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、

市
独
自
の
判
断
で
積
極
的
に
情
報
発
信

を
す
る
方
法
も
検
討
す
る
。

　
　

市
立
病
院
の
入
院
期
間
三
カ
月
は

延
長
で
き
な
い
か
。

　
　

自
宅
で
の
療
養
に
不
安
が
あ
る
患

者
さ
ん
に
対
し
て
は
26
年
１
月
に
開
始

し
た
「
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
」
に
お
い

て
、
在
宅
復
帰
に
向
け
た
治
療
や
リ
ハ

ビ
リ
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

産
婦
人
科
の
現
状
は
。

　
　

市
長
の
派
遣
要
請
に
よ
り
、
埼
玉

医
大
か
ら
産
科
医
師
を
週
３
回
派
遣
い

た
だ
い
て
い
る
ほ
か
、
市
立
病
院
か
ら

も
助
産
師
２
名
を
産
科
医
療
機
関
に
派

遣
し
、
秩
父
圏
域
内
の
妊
産
婦
受
け
入

れ
を
強
化
し
て
い
る
。

　
　

障
が
い
者
の
雇
用
率
向
上
の
た
め

の
施
策
は
。

　
　

定
住
自
立
圏
事
業
の
中
で
、
障
が

い
者
の
就
労
支
援
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ

て
い
る
社
会
福
祉
法
人
に
委
託
し
、
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

小
中
一
貫
教
育
の
推
進
状
況
。

　
　

い
じ
め
、
不
登
校
、
中
一
ギ
ャ
ッ

プ
等
の
学
校
へ
の
不
適
応
、
学
力
向
上

対
策
等
、
学
校
教
育
上
の
諸
課
題
を
解

決
す
る
う
え
で
も
効
果
的
な
取
り
組
み

と
し
て
と
ら
え
て
お
り
、
今
後
そ
の
効

果
や
必
要
性
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

　
　

高
篠
中
学
校
の
隣
接
地
を
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
一
部
と
し
て
取
得
で
き
な
い
か
。

　
　

相
当
な
財
政
負
担
が
伴
う
こ
と
か

ら
、
市
の
財
政
状
況
を
考
え
る
と
早
期

実
施
は
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

　
　

学
校
の
再
編
成
に
つ
い
て
は
。

　
　

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
基

づ
き
、
学
校
施
設
の
今
後
の
あ
り
方
を

定
め
る
個
別
計
画
の
策
定
準
備
を
進
め

て
い
る
。

拡張が望まれる高篠中校庭

◎
全
普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
の

早
期
実
現

◎
道
路･

橋
梁
の
要
望
書
の
現
状

問

答 問

答

学
校
・
家
庭
・
地
域
の

連
携
力

清
流
ク
ラ
ブ　

清
流
ク
ラ
ブ　

五五ご
の
か
み

ご
の
か
み

野
上
野
上
茂茂し

げ
じ

し
げ
じ次次

清
流
ク
ラ
ブ
政
策
提
言

　　

金金か
な
さ
き

か
な
さ
き崎崎　　

昌昌ま
さ
ゆ
き

ま
さ
ゆ
き之之

●
町
会
支
援
制
度
の
拡
充
を

●
防
災
行
政
無
線
放
送
の
活
用

答 問

答

問

答 問

●
医
療
・
福
祉
・
健
康
政
策

● 
教
育
・
子
育
て
・
文
化
伝
承

政
策

問答問答問答

問答問答
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大
滝
地
区
は
人
口
８
４
０
人
と
な

り
高
齢
化
率
も
高
い
。
住
民
の
皆
さ
ん

は
、
大
滝
と
い
う
地
域
に
対
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
思
い
や
願
い
を
か
な
え
ら
れ
る

施
設
づ
く
り
が
出
来
る
事
を
望
ん
で
い

る
。
そ
う
し
た
状
況
を
ふ
ま
え
、
協
働

で
の
地
域
づ
く
り
、
人
と
人
が
支
え

あ
っ
て
助
け
合
う
仕
組
み
づ
く
り
に
取

り
組
め
る
拠
点
づ
く
り
が
望
ま
れ
る
。

地
域
の
た
め
、
住
ん
で
お
ら
れ
る
方
の

た
め
に
町
会
長
や
区
長
さ
ん
を
は
じ
め

と
す
る
各
地
区
の
皆
さ
ん
、
民
生
委
員
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、

そ
の
事
業
に
協
力
し
て
い
た
だ
く
方
、

市
職
員
が
全
て
一
つ
に
な
っ
て
計
画
が

練
ら
れ
る
事
と
思
う
。

　

大
滝
で
住
み
続
け
ら
れ
る
、
住
ん
で

い
て
良
か
っ
た
と
い
え
る
地
域
に
す
る

た
め
の
拠
点
づ
く
り
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
。

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
方
向
性
に

つ
い
て
。

　
　

高
齢
化
の
進
む
大
滝
地
域
に
お
い

て
、
安
心
安
全
な
生
活
圏
を
守
る
た
め

の
取
り
組
み
と
し
て
、
閉
校
と
な
っ
た

大
滝
中
学
校
へ
公
共
施
設
を
移
転
・
集

約
し
、
地
域
の
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け

る
た
め
、
整
備
し
て
い
く
こ
と
と
し
今

年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

現
在
ま
で
に
、
地
域
で
の
委
員
会
を

立
ち
上
げ
、
２
回
の
会
議
を
開
催
し
た
。

ま
た
、
地
域
住
民
の
方
々
を
対
象
に
拠

点
づ
く
り
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
要
望

を
把
握
す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
基
本
構
想
策
定
の

た
め
の
業
務
委
託
を
発
注
し
て
い
る
。

　
　

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
の
進
む

中
、
施
設
の
老
朽
化
等
に
伴
う
維
持
管

理
対
策
に
つ
い
て
の
取
組
み
強
化
策
は
。

　
　

公
共
施
設
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
厳
し
い
財
政
状
況
が
予
想

さ
れ
る
中
、
市
民
生
活
に
欠
か
せ
な
い

サ
ー
ビ
ス
の
優
先
度
を
基
に
、
事
業
を

取
捨
選
択
し
、
老
朽
度
や
利
用
度
、
重

複
施
設
の
削
減
等
総
合
的
な
整
理
統
合

に
よ
り
、
機
能
の
集
約
化
と
経
費
節
減

を
図
り
、
保
全
施
設
に
あ
っ
て
は
、
財

政
計
画
と
の
整
合
性
を
保
っ
て
進
め
る
。

　
　

28
年
度
末
に
完
成
す
る
市
民
会
館

の
有
効
活
用
を
市
民
は
大
い
に
期
待
す

る
が
、
そ
の
管
理
運
営
策
は
。

　
　

現
在
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実

施
し
、
次
の
よ
う
な
計
画
案
で
進
め
て

い
る
。
①
設
置
目
的
に
は
旧
秩
父
宮
記

念
市
民
会
館
の
趣
旨
「
秩
父
宮
家
と
の

御
縁
故
を
永
く
記
念
す
る
こ
と
」
を
継

承
す
る
。
②
管
理
運
営
方
針
は
、
市
民

の
芸
術
文
化
活
動
の
発
表
の
場
は
元
よ

り
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
本
格
的
な
公

演
作
品
を
積
極
的
に
誘
致
し
、
ま
た
魅

力
的
な
事
業
を
展
開
し
て
施
設
の
稼
働

率
の
向
上
を
図
る
。
③
管
理
は
専
門
性

を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
技
術
管
理
や
事

業
企
画
は
業
務
委
託
を
考
え
る
。
④
今

後
の
予
定
は
、
会
館
完
成
を
待
つ
プ
レ

イ
ベ
ン
ト
の
実
施
、
29
年
３
月
に
は
完

成
記
念
式
典
を
開
催
し
、
市
民
の
皆
様

に
お
披
露
目
す
る
。
そ
の
後
、
試
行
期

間
を
経
て
本
格
的
に
開
館
し
、
多
彩
な

事
業
を
展
開
し
「
環
境
文
化
都
市
ち
ち

ぶ
」
の
素
晴
ら
し
い
芸
術
文
化
を
発
信

す
る
「
ま
ち
の
顔
」
と
し
て
、
賑
わ
い

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
。

◎
西
武
秩
父
駅
周
辺
整
備

◎
地
籍
調
査
の
推
進

◎
行
財
政
改
革
へ
の
取
組

旧大滝中学校

◎
子
育
て
支
援

◎
介
護
保
険
制
度
の
現
状

◎
市
立
病
院
の
充
実

答 問答 問

答 問 ● 

大
滝
地
区
の
将
来
像
、
拠
点
づ

く
り
は

清
流
ク
ラ
ブ
政
策
提
言
か
ら

公
共
施
設
・
ま
ち
づ
く
り
政
策

日
本
共
産
党
秩
父
市
議
会
議
員
団　

日
本
共
産
党
秩
父
市
議
会
議
員
団　

山山や
ま
な
か

や
ま
な
か中中　

　
　
　

進進
す
す
む

す
す
む

市
民
の
願
い
を
市
政
へ

清
流
ク
ラ
ブ　

清
流
ク
ラ
ブ　

松松ま
つ
ざ
わ

ま
つ
ざ
わ澤澤　　

一一か
ず
お

か
ず
お雄雄

建設中の本庁舎等
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委
員
長　
　

木　

村　

隆　

彦

副
委
員
長　
　

福　

井　

貴　

代

委　
　

員　
　

江　

田　

治　

雄

　
　

〃　
　
　

清　

野　

和　

彦

　
　

〃　
　
　

赤　

岩　

秀　

文

　
　

〃　
　
　

山　

中　
　
　

進

　
　

〃　
　
　

髙　

野　
　
　

宏

　

12
月
定
例
会
は
秩
父
夜
祭
り
を
は
さ

ん
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
祭
り

は
暖
か
く
、
花
火
も
き
れ
い
で
、
観
光

客
の
皆
様
も
我
が
街
秩
父
を
満
喫
し
て

い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
12
月
定
例
会
で
は
15
人
の
議

員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
市
政
へ
の
質

問
、
来
年
度
へ
の
政
策
提
言
な
ど
の
活

発
な
討
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
議

会
だ
よ
り
に
わ
か
り
や
す
く
掲
載
し
ま

し
た
の
で
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
に
読

ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
議
会
だ
よ
り
を
４
回
発

行
し
、
配
布
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆

様
に
は
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
紙
面
が
各
家
庭
に
届
く
の
は
、

立
春
を
過
ぎ
る
頃
と
な
り
ま
す
が
、
秩

父
は
ま
だ
ま
だ
寒
さ
が
続
き
ま
す
。
市

民
の
皆
様
に
は
健
康
に
十
分
ご
留
意
く

だ
さ
い
。平

成
27
年
12
月　

髙
野　
　

宏 

記

12
月
定
例
会
の
盆
栽

　

12
月
定
例
会
に
盆
栽
を
提
供
し
て
い

た
だ
い
た
方
は
、
新
井
進
さ
ん
（
下
吉

田
井
上
町
会
）
で
す
。

新井進さん提供

あ
り
が
と
う

　
　
ご
ざ
い
ま
し
た

●
意
見
書

意
見
書

　

12
月
定
例
会
の
最
終
日
に
、
議
員
提

出
議
案
の
意
見
書
５
件
が
提
出
さ
れ
、

審
査
の
結
果
、
４
件
は
原
案
の
と
お
り

可
決
、
１
件
は
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

可
決
さ
れ
た
意
見
書
は
、
内
閣
総
理

大
臣
を
は
じ
め
、
関
係
行
政
庁
等
に
送

付
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
運
営
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
運
営
に

係
る
財
源
確
保
等
自
治
体
の
負

係
る
財
源
確
保
等
自
治
体
の
負

担
軽
減
を
求
め
る
意
見
書

担
軽
減
を
求
め
る
意
見
書

所
得
税
法
第

所
得
税
法
第
5656
条
の
見
直
し
を

条
の
見
直
し
を

求
め
る
意
見
書

求
め
る
意
見
書

１ 　

28
年
度
以
降
に
つ
い
て
も
、
地
方

公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
に
支

払
う
交
付
金
全
額
を
国
の
負
担
と
し
、

充
分
な
予
算
措
置
を
す
る
こ
と
。

２ 　

同
様
に
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付

事
務
を
行
う
た
め
、
事
務
処
理
に
必

要
な
人
員
の
確
保
や
シ
ス
テ
ム
整
備

経
費
な
ど
、
全
額
を
国
の
負
担
と
し

充
分
な
予
算
措
置
を
行
う
こ
と
。

３ 　

地
方
自
治
体
の
予
算
編
成
等
に
支

障
が
出
な
い
よ
う
、
補
助
金
交
付
や

シ
ス
テ
ム
改
修
フ
ロ
ー
な
ど
、
制
度

導
入
準
備
の
た
め
に
必
須
の
情
報
を

適
時
適
切
に
提
供
す
る
こ
と
。

４ 　

地
方
自
治
体
職
員
や
地
域
の
事
業

者
に
対
す
る
研
修
用
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

の
作
成
、
研
修
会
の
開
催
な
ど
十
分

な
支
援
を
実
施
す
る
こ
と
。

５ 　

配
達
で
き
な
か
っ
た
簡
易
書
留
郵

便
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
）
の
受
取

人
の
所
在
調
査
に
要
す
る
経
費
の
負

担
軽
減
を
図
る
こ
と
。

６ 　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入
時
の
混

乱
に
乗
じ
た
詐
欺
の
防
止
や
同
制
度

の
周
知
広
報
に
対
す
る
支
援
を
実
施

す
る
こ
と
。

１ 　

所
得
税
法
第
56
条
（
事
業
主
と
生

計
を
一
つ
に
す
る
配
偶
者
と
そ
の
親

族
が
事
業
に
従
事
し
た
と
き
、
対
価

の
支
払
い
は
必
要
経
費
に
算
入
し
な

い
と
す
る
規
定
）
を
抜
本
的
に
見
直

す
こ
と
。

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
割
引
制
度

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
割
引
制
度

の
創
設
を
求
め
る
意
見
書

の
創
設
を
求
め
る
意
見
書

１ 　

地
震
、
津
波
、
豪
雨
、
豪
雪
な
ど

の
大
規
模
な
災
害
発
生
時
に
、
被
災

地
に
赴
く
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対

し
て
交
通
費
や
宿
泊
費
を
割
り
引
く

制
度
を
創
設
す
る
こ
と
。

（
仮
称
）
森
里
川
海
協
力
資
金

（
仮
称
）
森
里
川
海
協
力
資
金

制
度
の
創
設
を
求
め
る
意
見
書

制
度
の
創
設
を
求
め
る
意
見
書

１ 　

森
里
川
海
の
恵
み
を
受
け
る
国
民

が
広
く
薄
く
負
担
し
、
森
里
川
海
の

つ
な
が
り
を
維
持
・
回
復
し
、
次
世

代
に
引
き
継
ぐ
た
め
の
取
り
組
み
を

国
民
的
運
動
と
し
て
進
め
る
た
め
の

（
仮
称
）
森
里
川
海
協
力
資
金
制
度

を
創
設
す
る
こ
と
。

２ 　
（
仮
称
）
森
里
川
海
協
力
資
金
制

度
の
創
設
に
あ
た
っ
て
は
、
具
体
的

な
負
担
の
仕
組
み
や
施
策
の
必
要
性
、

資
金
の
用
途
を
広
く
国
民
に
明
ら
か

に
す
る
こ
と
。

３ 　

国
民
参
加
型
の
協
議
会
の
仕
組
み

を
活
用
し
、
国
・
自
治
体
等
に
よ
る

森
里
川
海
の
維
持
・
回
復
の
た
め
の

取
り
組
み
を
よ
り
一
層
進
め
る
こ
と
。

日　　程 議        事
２月26日㈮ 開会、　議案説明
３月２日㈬、３日㈭ 議案に対する質疑
　　４日㈮、７日㈪、
　　８日㈫ 一般質問

　　10日㈭、11日㈮ 委員会
　　16日㈬ 委員長報告、採決、閉会
※　議場は、吉田総合支所の３階です。
※　日程は、定例会初日に正式に決定されるため、都合により

変更になる場合もありますので、傍聴の際は、議会事務局
へお問い合わせください。

●市議会を傍聴してみませんか●
３月定例会の予定 各日、午前10時開会予定


